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５.	重要点検箇所

 警 告

●	重要点検箇所は、毎日の始業前に必ずボルト・ナットの緩みの点検を行い、緩みのあった箇所は表に

基づき増し締めを行ってください。

	 　守らないと、機械に巻き込まれる等の思わぬ事故により、死亡または重傷を負う危険性があります。

 注 意

●	高所作業時は、脚立などを使用するとともにヘルメットを着用してください。

	 　守らないと、転落しケガを負うおそれがあります。

部位 重要点検箇所 ねじサイズ
工具２面幅

[mm]
締結数

[ 箇所 ]
締付けトルク

[N・m] 備考

A
ヒッチカン M36 55 1 750 ※１参照

ヒッチカン取付け部 M20 30 3 360 ～ 440 増し締め

B ドローバ・フレームの連結部 M16 24 4 180 ～ 230 増し締め

C ドローバ・フレーム・サポートの

連結部

M12 19 8 75 ～ 100 増し締め

M16 24 4 180 ～ 230 増し締め

D ホイールナット M20× 1.5 27 32 400 ～ 450 増し締め

E 車軸・フレーム・サポートの

連結部
M16 24 8 180 ～ 230 増し締め

F ナイフ M16× 1.5 24 124 180 ～ 230 増し締め

※１.�バネザガネが密着していること、スプリングピンが挿入されていることを確認してください。
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２ エンジン始動での点検

 警 告

●	ＰＴＯを切らないでエンジンを始動すると、

急に作業機が駆動され、周囲にいる人がケガ

をする事があります。

	 ＰＴＯを切ってから始動してください。

１.	駆動系統の点検

トラクタのエンジンをかけ、ＰＴＯを接続し、低速

で回転させてください。

（１）	パワージョイントから作業機本体までに異常

はないか。不具合が見つかったときは、「6-1 

不調処置一覧表」に基づき不具合を解消して

ください。

（２）	ビータに異常はないか。

①	異音はないか。

②	異常な振動はないか。

	 不具合が見つかったときは「6-1 不調処置

一覧表」に基づき不具合を解消してください。

２．油圧系統の点検

（１）	パワーゲートの昇降に異常はないか。

	 パワーゲート側のカプラを接続した方のトラク

タ油圧レバーを操作し、パワーゲートを上昇

させた状態で保持したとき、降下がないか。

（２）	プッシュゲートに異常はないか。

	 コントロールボックスのスイッチをＯＮにし、

プッシュゲート側のカプラを接続した方のトラ

クタ油圧レバーを操作してください。

①	自動停止をＯＦＦにし、ダイヤルを右（時

計回り）に回したとき、プッシュゲートの

送り速度が速くなり、左（反時計回り）に

回したとき遅くなるか。

②	自動停止をＯＮにし、トラクタのＰＴＯを

接続してエンジン回転数を上げると、プッ

シュゲートが動き、エンジン回転数を下げ

ると、プッシュゲートが停止するか。

③	ダイヤルを目盛１６以下にし、早送りスイッ

チを早送り側にすると、プッシュゲートの

動きが早くなり、散布側にすると、ダイヤ

ルで設定した速度になるか。

④	トラクタの外部油圧吐出量は毎分４０リッ

トルに調整されているか。

	 プッシュゲートが最後尾から最前位置に戻

るまでの時間を測定し、２５～３０秒の範

囲にあるか確認してください。

	 トラクタ外部油圧の流量が多すぎて油温が

上昇する事があります。外部油圧の流量調

整ができるトラクタでは、毎分４０リット

ルに調整して使用してください。

	 流量調整ができないトラクタでは、毎分

８０リットル以下で使用してください。そ

れ以上の流量が出る場合は、別売のスロー

リターンバルブの装備が必要です。「6-2 

その他の不調処置」に基づき取り付け、流

量調整を行ってください。

	 また、長時間の連続作業や過負荷により油

温が上昇する事があります。油温が上昇し

たときは、作業を中断し、油温を下げてか

ら作業を再開してください。

（３）	トラクタの外部油圧の油量は十分か。

	 パワーゲートを上昇させ、プッシュゲートを最

後尾まで送った状態で油量が十分か確認して

ください。

（４）	ブレーキに異常はないか。（THM13010W）

	 ブレーキ用のカプラを接続し、トラクタブレー

キペダルを踏み、ブレーキ用シリンダが伸び

るか。

	 トラクタブレーキペダルを離し、ブレーキ用シ

リンダが縮むか。

	 油圧系統に異常が見つかったときは、「6-1 不

調処置一覧表」に基づき処置してください。

	 トラクタ油圧系統などに異常があるときは、ト

ラクタ販売店にご相談ください。
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３ 給油箇所一覧表

　○	給油・塗布するオイルは清浄なものを使用してください。

　○	グリースを給脂する場合、適量とは古いグリースが排出され、新しいグリースが出るまでです。

	 不具合が見つかったときは、「6-1 不調処置一覧表」に基づき不具合を解消してください。

⑧

ヒッチカン、ＰＩＣ軸関係 、

⑤

⑤
⑥⑤

⑤

ＰＩＣ軸関係
2ヶ所

No. 給　油　場　所 箇所 潤滑油の種類 交  換  時  期 給油量 備　考

1 ギヤボックス 1 ※１ ギヤオイル

ＶＧ２２０
作業シーズン毎

7 ℓ

（レベル迄）
※３ 給油

2 車軸メタル 2 ※２ 集中給油グリース

４種；２号
使用毎 適量

給脂

（グリースニップル）

3 スタンド 2 〃 〃 〃 〃

4 パワージョイント 4 〃 〃 〃 〃

5 ＰＩＣ軸 軸受 5 〃 〃 〃 〃

6 ビータ軸 軸受 2 〃 〃 〃 〃

7

THM11010W
ハブ（ブレーキ無）

4 ※２ 集中給油グリース

4 種；2 号

2,000km 走行毎

または 3 年毎
〃 〃

THM13010W
ハブ（ブレーキ無）

2 〃 〃 〃 〃

8 ヒッチカン 1 〃 使用毎 〃 〃

※１	ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー　スーパーギヤオイル　＃２２０」又は相当品をお使いください。

	 車両用ギヤオイル　ＳＡＥ９０　ＡＰＩ　ＧＬ－５　使用可。

※２	ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー　エポネックスＳＲ　Ｎｏ.２」又は相当品をお使いください。

※３	中央のギヤボックス下部のドレンから古いオイルを排出した後、必要油量を給油ください。
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３ 作業の仕方

作業の流れとポイント

プッシュゲート用シリンダの
オイル交換

トラクタへの接続

運転前の点検

エンジン始動での点検

堆肥の積込

ほ場へ移動

散布量の設定

ＰＴＯ接続後、油圧レバーを
入れてパワーゲート上昇

油圧レバーを入れて走行散布

散布終了後、プッシュゲートを戻し
てからパワーゲート下降させ油圧
レバーを切り、ＰＴＯを切る

シリンダ内のオイルがトラクタのオイルと
混入するのでオイル交換の必要性を確認

ドローバ、パワージョイント、電装
コントロールボックス、油圧ホースの接続

ホイールナットは必ず増し締め

駆動系統、油圧系統の確認

前方から後方に向かって均一に積込

送り速度と走行速度の選定

エンジン回転数を低回転に落として
ＰＴＯ接続

停止状態で早送りスイッチで始動
撒き始めたら散布に切替えて走行開始

エンジン回転数を低回転に落として
ＰＴＯ切る

準備

散布

066-0057-2003-01

取扱い上の注意

●	プッシュゲート、パワーゲートの操作順序を

逆に行うと、機体の破損原因となります。

	 操作順序を守って作業を行ってください。
●	機体が左右に傾く傾斜地作業の場合、ギヤ

ボックス内のギヤが十分にオイルに浸から

ず、ギヤの破損原因となります。

	 作業方向に注意してください。
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安全を確認して慎重に作業してください。

１ 本製品の使用目的

堆肥や鶏糞の散布及び運搬作業に使用してください。

他の用途には使用しないでください。

取扱い上の注意

	 堆肥や鶏糞以外の散布をすると、本製品が破

損する事があります。

	 本作業機の使用目的以外での使用は、やめて

ください。

	 また、堆肥や鶏糞の中に石・木片・氷塊など

が混入していると、機体の破損原因となる事

があります。

	 混入しないように日常から管理してください。

	 散布時に混入が見つかったら、取り除いてか

ら作業してください。

２ 最大積載量

型　　式 最大積載量

THM11010W 8,800kg
THM13010W 10,400kg

 注 意

●	過積載あるいは片荷積載をすると、旋回中や

傾斜地での作業時、作業機が転倒し、ケガを

する事があります。

	 指定された積載量以上の積載はしないでくだ

さい。

	 ほぼ平坦になるように積載してください。

３ 堆肥・鶏糞の積み込み方

１.	荷台の前方から後方に向かって、積み込みして

ください。

取扱い上の注意

	 前方から後方に向かって積み込みをすること

により、散布時に堆肥や鶏糞がほぐれやすく、

機体に無理がかかりません。

	 積み込みの順序を後ろに積んだり、前に積ん

だりなどのようにバラバラに行なうと、無理

な力がかかったり、散布ムラの原因になる事

があります。

２.	積み込み高さは、ビータブレード上端までを目

安としてできる限り均一にしてください。

	 積み込み高さを高くすると、堆肥がビータを乗

り越えてしまい、均一な散布が得られない事が

あります。

取扱い上の注意

	 積み込み過ぎや不均一な積み込みで散布す

ると、ビータ部で詰まりが起きたり、散布ム

ラの原因になる事があります。

	 また、機体の破損原因になる事があります。

	 適正な積載量にして、さらに均一に積み込ん

で作業する事により、トラブルのない順調な

作業ができます。

４ プッシュゲートの変速操作

プッシュゲートの送り速度は、コントロールボック

スの早送りスイッチを散布側にし、ダイヤルを回す

事で調節できます。

ダイヤルを右（時計回り）に回すと速度が速くなり、

左（反時計回り）に回すと遅くなります。

早送りスイッチが早送り側のときは、ダイヤルの位

置に関係なく、プッシュゲートは最高速で動きます。

取扱い上の注意

	 送り速度の目安は、下記の範囲で使用してく

ださい。

・� ０～１６ 堆肥の散布作業

・�１７～１８ 散布開始までの早送り
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５ 自動停止

コントロールボックスの自動停止スイッチを１回押

す毎に、自動停止のＯＮ、ＯＦＦを繰り返します。

自動停止がＯＮのときは、ランプが点灯し、ビータ

が回転していないときや、回転数が低い（トラクタ

ＰＴＯ回転数が２５０ｒｐｍ以下）ときは、プッシュ

ゲートが動きません。

自動停止がＯＦＦのときは、ランプが消灯し、ビー

タが回転していなくてもプッシュゲートは動きます。

取扱い上の注意

	 通常の散布作業は、自動停止ＯＮで行ってく

ださい。シャーボルトが切断したとき等、ビー

タが回転していないときに自動でプッシュ

ゲートが停止し、機体に無理がかかりません。

	 自動停止ＯＦＦでは、運搬作業や荷箱内の清

掃等に使用してください。

６ プッシュゲートの速度と散布量

プッシュゲートの速度と散布量の関係は、下記の通りです。

堆肥の性状と希望散布量から、プッシュゲートの速度とトラクタの車速を決め作業してください。

(ton/10a)

型式

コントロール

ボックス

ダイヤル開度

プッシュゲート速度 未完熟堆肥（４００ｋｇ／ｍ３）完熟堆肥（８００ｋｇ／ｍ３）

荷台前端から後端

までの移動時間
ｍ／分

トラクタ車速 トラクタ車速

５ｋｍ／ｈ ７ｋｍ／ｈ ５ｋｍ／ｈ ７ｋｍ／ｈ

THM
11010W

4 7 分 30 秒 0.7 0.8 0.5 1.5 1.1
6 4 分 30 秒 1.1 1.3 0.9 2.6 1.8
8 2 分 45 秒 1.8 2.0 1.4 4.0 2.9
10 2 分 15 秒 2.2 2.5 1.8 5.1 3.6
12 1 分 45 秒 2.7 3.1 2.2 6.3 4.5
14 1 分 30 秒 3.5 4.0 2.9 8.0 5.7
16 1 分 15 秒 4.0 4.6 3.3 9.2 6.6
18 1 分 10 秒 4.3 4.9 3.5 9.9 7.1

THM
13010W

4 7 分 30 秒 0.7 0.9 0.6 1.7 1.2
6 4 分 30 秒 1.1 1.5 1.1 3.0 2.1
8 2 分 45 秒 1.8 2.3 1.6 4.6 3.3
10 2 分 15 秒 2.2 2.9 2.1 5.8 4.2
12 1 分 45 秒 2.7 3.6 2.6 7.2 5.1
14 1 分 30 秒 3.5 4.6 3.3 9.2 6.6
16 1 分 15 秒 4.0 5.3 3.8 10.5 7.5
18 1 分 10 秒 4.3 5.7 4.0 11.3 8.1

プッシュゲートの速度は、トラクタ外部油圧の流量やオイルの温度変化等により変化します。

実作業域の目安はダイヤル開度４～１０です。１７～１８は散布開始までの早送りに使用し、通常散布には使

用しないでください。
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７ 作業要領

 危 険

●	運転中・回転中は、周囲に人を近づけないで

ください。

	 　守らないと、ビータへの巻き込まれや、飛

散物との衝突により死亡または重傷を負わせ

ることになります。
●	堆肥や鶏糞の中に、石や木片、氷塊などを混

入しないようにしてください。

	 　守らないと、飛散物に衝突し死亡または重

傷を負うことになります。
●	パワーゲートの昇降中は、周囲に人を近づけ

ないでください。

	 　守らないと、ゲートおよびアームが下降し、

挟まれて死亡または重傷を負わせることになり

ます。

 警 告

●	傾斜地で速度を出しすぎると、暴走事故をま

ねく事があります。低速で作業してください。

下り作業をするとき、坂の途中で変速すると、

暴走する原因となります。坂の手前で低速に

変速して、ゆっくりとおりてください。
●	パワーゲートを上昇させて整備・清掃すると

きは、上昇後、必ずストップバルブを「閉」

側に切り替え、枕木等で降下防止を行ってく

ださい。

	 　守らないと、不意に降下し、死亡または重

傷を負う危険性があります。

	
「 閉 」

ストップバルブ

 注 意

●	運転中又は回転中、カバーを開けると回転物

に巻き込まれ、ケガをする事があります。

	 カバーを開けないでください。

１.	ＰＴＯ回転数

本作業機の適正ＰＴＯ回転数は 1000rpm  です。

 警 告

●	作業機指定のＰＴＯ回転数を超えて作業する

と、機械の破損により、ケガをする事があります。

	 指定回転数を守ってください。

取扱い上の注意

	 エンジンが高速回転の状態でＰＴＯクラッチ

を入れると、作業機に取り付けているシャー

ボルトが切断される場合があります。

	 ＰＴＯクラッチを入れる際は、エンジン回転

を低速で行ってください。

２.	散布作業の仕方

取扱い上の注意

●	堆肥の積み方や種類によって前方に飛散す

る場合があります。飛散する場合は、ＰＴＯ

回転数を低速にして作業してください。
●	プッシュゲート、パワーゲートの操作順序を

逆に行うと、機体の破損原因となります。

	 操作順序を守って作業を行ってください。
●	機体が左右に傾く傾斜地作業の場合、ギヤ

ボックス内のギヤが十分にオイルに浸から

ず、ギヤの破損原因となります。

	 作業方向に注意してください。
●	散布作業中は旋回時もビータの回転は止めな

いでください。ビータにかかった堆肥が負荷

となり、ＰＴＯ再起動時に作業機に取り付い

ているシャーボルトが切断される場合があり

ます。

	 散布中断時においてもビータは回転させたま

まとし、プッシュゲートのみ停止するように

してください。

（１）	堆肥を散布するほ場に着いたら、走行クラッ

チを切り、エンジンを低速にした後、希望す

る散布量からトラクタ車速に見合った変速位

置にセットしてください。

（２）	コントロールボックスの電源スイッチを ON、
自動停止を ON（ランプ点灯）にし、ダイヤル

を目盛１６以下で希望する散布量の位置に合

わせてください。

（３）	ＰＴＯクラッチを接続し、ビータを回転させて

ください。

（４）	ＰＴＯ回転数を本作業機の適正回転数

	 （１０００ｒｐｍ）にセットしてください。
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（５）	パワーゲート側のカプラに接続しているストッ

プバルブが「開」側になっていることを確認

してください。

	

（６）	パワーゲート側のカプラを接続した方のトラク

タ油圧レバーを操作し、パワーゲートを上昇

させてください。

（７）	プッシュゲート側のカプラを接続した方のトラ

クタ油圧レバーを操作し、プッシュゲートを動

かしてください。

（８）	コントロールボックスの早送りスイッチを早送

り側にし、堆肥を送ってください。

（９）	ビータから堆肥が散布されはじめたら、コント

ロールボックスの早送りスイッチを散布側にし

てください。

（10）	走行クラッチを接続し、散布作業をはじめて

ください。

（11）	プッシュゲートが最後端まで達し、散布が終

了したらＰＴＯ回転数を低速にした後、ＰＴＯ

を切ってください。

（12）	プッシュゲート側のトラクタ油圧レバーを操作

し、プッシュゲートを最前位置まで戻してくだ

さい。

（13）	パワーゲート側のトラクタ油圧レバーを操作

し、パワーゲートを下限まで下げてください。

トラクタの種類によってはＰＴＯが急激に停止する

場合があります。

作業機をより長く使用するためにも下記のオーバー

ランニング付きのパワージョイントの使用をご検討

ください。
 

 ・	オプション

部 品 番 号 部  品  名  称 個数

146496*000
パワージョイント
OWALA-75 カバーナシ

1

 ・	不要になる部品

部 品 番 号 部  品  名  称 個数

146485*000
パワージョイント
LA-80 カバーナシ

1

※	パワージョイントは、別紙部品表の部品番号で

注文願います。

８ 移動走行

 注 意

●	パワーゲートを上げたまま移動走行すると、障

害物などにぶつかり、ケガをする事があります。

	 パワーゲートを下げて移動させてください。
●	作業機への動力を切らないで走行すると、周

囲の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる

事があります。

	 移動走行するときは、ＰＴＯを切ってください。

取扱い上の注意

	 走行する前に、「2-2-2 油圧系統の点検」に基

づき本作業機のブレーキが正常に動作してい

るか点検してください。（ＴＨＭ１３０１０Ｗ）

本作業機に堆肥を積載して移動するとき、トラクタ

の操縦性は空車時とは大きく変化します。

堆肥等の積載により、トラクタの前輪荷重割合が減

少し、ハンドルの切れ味が低下したり、ブレーキを

かけたときの制動距離が長くなるなどの現象があら

われます。移動走行するときは、低速走行し、ブレー

キ操作は早めに行ってください。

また、過積載はこの現象を助長させますので、本

作業機指定の最大積載量を守ってください。

公道走行するときは、「1-4-6 移動形態」に従って

ください。
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４ 作業が終わったら

長持ちさせるために、手入れは必ずしましょう。

 危 険

●	運転中又は回転中は、荷台内の清掃を行わな

いでください。

	 　守らないと、ビータに巻き込まれて死亡ま

たは重傷を負うことになります。

 警 告

●	パワーゲートを上昇させて整備・清掃するとき

は、上昇後、必ずストップバルブを「閉」側に

切り替え、枕木等で降下防止を行ってください。

	 　守らないと、不意に降下し、死亡または重

傷を負う危険性があります。

	
「 閉 」

ストップバルブ

 注 意

●	動力を切らずに、回転部・可動部の付着物の

除去作業などを行うと、機械に巻き込まれて

ケガをする事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。

１ 作業後の手入れ

１.	機械の上にかかっている堆肥等は、ほ場の中で

きれいに取り除いてください。

	 特に、回転部に巻き付いたワラやトワインなど

は、シール部品、軸受け部品などを傷つけます

ので、完全に取り除いてください。

２.	ボルト、ナット、ピン類の緩み、損傷はないか、

	 又、破損部品がないか確認してください。

	 異常があれば、ボルトの増締め、部品の交換を

してください。

３.	「5-1 点検整備一覧表」、「5-3 主要消耗品一覧

表」に記載の項目について点検してください。

４.	各部の給油箇所は「2-3 給油箇所一覧表」に基

づき給油してください。 

５.	ＰＴＯ軸、ＰＩＣ軸、ジョイントスプライン部

など塗装されていない露出部は、さびを防ぐた

めグリースを塗布してください。

２ トラクタからの切り離し

 注 意

●	作業機を切り離すためにトラクタを移動させ

るとき、トラクタと作業機の間に人がいると、

挟まれてケガをすることがあります。トラク

タと作業機の間に人を近づけないでくださ

い。
●	作業機をトラクタから切り離すときは、必ず

平坦な場所で行い、スタンドを接地させ、輪

止めを使用してください。

	 　守らないと、作業機が不意に動き出し、挟

まれて死亡または重傷を負う危険性がありま

す。
●	作業機をトラクタから切り離すとき、傾斜地

や凹凸地または軟弱地などで行うと、トラク

タが不意に動き出し、思わぬ事故を起こす事

があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。

１.	トラクタのエンジンをとめ、駐車ブレーキをか

けてください。

２.	作業機の車輪に輪止めをしてください。

３.	ＰＴＯ軸からパワージョイントを外してください。

４.	パワーゲートが下限まで下がり、プッシュゲー

トが機体最前部まで戻った状態で、トラクタの

油圧レバーを操作し、油圧回路内の圧力を無く

して外部油圧取出口からカプラを取り外してく

ださい。

取扱い上の注意

	 カプラ部の切り離しをするとき、パワーゲー

トを上げたまま切り離すと、接続するときに、

カプラに圧力がかかっているため、接続でき

なくなります。

	 パワーゲートを下限まで下げて、油圧回路内

に残圧がかからないようにして行ってくださ

い。
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５.	トラクタのトレーラブレーキ取出口からブレー

キ用のカプラを取り外してください。

� （THM13010W）

６.	電装品の作業機側コネクタをトラクタ側コネク

タから外してください。

７.	コントロールボックスから作業機側のソケット

を外し、作業機側ソケットにはキャップを差し

込んでください。

	 下図の  部は外さないでください。

	 コントロールボックスから作業機側ソケットを外

すときは、矢印部分を押しながら外してください。

取扱い上の注意

	   部を外すと、そこからコントロールボッ

クス内部に水やほこりが進入し、故障の原因

となります。

	   部は外さないでください。

８.	セーフティチェーンをトラクタ側から外し、ド

ローバのチェーン掛けに収納してください。

ドローバ

チェーン掛け

９.	作業機のスタンドを立て、ヒッチカンがトラク

タのドローバから浮き上がるまで、スタンドハ

ンドルを回してください。

10.	ヒッチピンの抜け止めやピンを外し、ヒッチピ

ンを抜いてください。

11.	トラクタのエンジンを始動し、静かに前進させ、

ドローバからヒッチカンを外してください。

12.	取り外したヒッチピンは、抜け止めピンととも

に、保管してください。

３ 長期格納するとき

１.	機体各部の清掃をしてください。

２.	「5-1 点検整備一覧表」、「5-3 主要消耗品一覧

表」に記載の項目について点検してください。

	 また、摩耗した部品、破損した部品は、交換し

てください。

３.	「2-3 給油箇所一覧表」に基づき、油脂を補給

してください。

	 また、回転、回動支点およびパワージョイントの

クランプピンを含む摺動部には注油し、ＰＴＯ軸、

ＰＩＣ軸、パワージョイントのスプライン部には

グリースを塗布してください。

４.	塗装損傷部を補修塗装または油を塗布し、さび

の発生を防いでください。

５.	格納は風通しのよい屋内に保管してください。

６.	コントロールボックスは室内に保管してくださ

い。
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５ 点検と整備について

調子良く作業するために、定期的に行いましょう。

機械の整備不良による事故などを未然に防ぐため

に、「5-1 点検整備一覧表」、「5-3 主要消耗品一覧表」

に基づき、各部の点検・整備を行い、機械を最良の

状態で、安心して作業が行えるようにしてください。

 警 告

●	パワーゲートを上昇させて整備・清掃すると

きは、上昇後、必ずストップバルブを「閉」

側に切り替え、枕木等で降下防止を行ってく

ださい。

	 　守らないと、不意に降下し、死亡または重

傷を負う危険性があります。

	
「 閉 」

ストップバルブ

 注 意

●	ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業する

と、第三者の不注意により、不意に作業機が

駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。

●	油圧系統の点検整備のため、補修や部品交換

をするとき、圧力がかかっていると、飛び出

る高圧オイルあるいはパワーゲートの急な降

下でケガをする事があります。

	 パワーゲートを下限までおろし、油圧回路内

の圧力を無くしてから行ってください。
●	点検整備のために外したカバー類を取り付け

ずに作業すると、回転部や可動部に巻き込ま

れ、ケガをする事があります。

	 元通りに取り付けてください。

１ 点検整備一覧表

時　　　　間 チェック項目 処　　　置

新品使用１時間 全ボルト・ナットのゆるみ 増し締め

マ
ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
本
体

使　 用 　毎
（始業終業点検）

機械の清掃
ギヤボックス（ビータ）のオイル量
パワージョイントの破損
安全カバーの損傷
ホイールナットのゆるみ
タイヤの亀裂・損傷
タイヤの異常摩耗
タイヤの空気圧
各部の損傷、脱落部品
各部のボルト・ナットのゆるみ
各部の給油
ヒッチカン部キャッスルナットのゆるみ
リヤランプ、ポジションライト

オイル補充
部品交換
　 〃

「2-1-4 製品本体の点検」に基づき増し締め
交換
  〃

「2-1-4 製品本体の点検」に基づき調整
部品交換、取付

「2-1-4 製品本体の点検」に基づき増し締め
「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油
キャッスルナットの増し締め及びワリピン交換
動作確認

シーズン終了後

機械の清掃
ギヤボックス（ビータ）のオイル
タイヤの溝深さ
各部の損傷、部品脱落
各部のボルト・ナットのゆるみ
各部の給油
塗装損傷部
リヤランプ、ポジションライト

交換
溝が浅ければ交換
部品交換、取付
全ボルト・ナットの増し締め

「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油
塗装または油塗布
動作確認

2,000km 走行毎
または３年毎

ハブのガタつき

車軸支点ピンのガタつき
ハブのグリース量

キャッスルナットの増し締めまたは、ベアリン
グの部品交換
メタル交換
グリース交換・補充
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時　　　　間 チェック項目 処　　　置

ビ
ー
タ

使　 用 　毎

機械の清掃
ビータナイフの摩耗
各部の損傷、部品脱落
各部のボルト・ナットのゆるみ
各部の給油

早めの部品交換
部品交換、取付

「2-1-4 製品本体の点検」に基づき増し締め
「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油

シーズン終了後

機械の清掃
各部の損傷、部品脱落
各部のボルト・ナットのゆるみ
各部の給油
塗装損傷部

部品交換、取付
全ボルト・ナットの増し締め

「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油
塗装または油塗布

パ
ワ
ー
ゲ
ー
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
ゲ
ー
ト

使　 用 　毎

機械の清掃
各部の損傷、部品脱落
各部のボルト・ナットのゆるみ
油圧継手からの油もれ
油圧ホースの亀裂・損傷
デンジベンの作動不良

部品交換、取付
「2-1-4 製品本体の点検」に基づき増し締め
シールテープを巻き、再取付
部品交換
　 〃

シーズン終了後

機械の清掃
各部の損傷、部品脱落
各部のボルト・ナットのゆるみ
各部の給油
油圧継手からの油もれ
油圧ホースの亀裂・損傷
デンジベンの作動不良

部品交換、取付
全ボルト・ナットの増し締め

「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油
シールテープを巻き、再取付
部品交換
　 〃

	 不明な点は購入先にご相談ください。
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２ 各部の調整

 注 意

●	傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、

トラクタや作業機が不意に動き出し、思わぬ

ケガをする事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業する

と、第三者の不注意により、不意に作業機が

駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。

１.	シャーボルトの交換

過負荷から各部を守るため、パワージョイントに

シャーボルトを装備しています。

シャーボルトの交換は、次の手順で行ってください。

（１）	シャーボルトが切断したときは、必ず原因を調

べ、その原因を取り除いてから行ってください。

（２）	切断されたシャーボルトをヨークから取り除い

てください。

（３）	トラクタＰＴＯ軸を手で回し、それぞれの

シャーボルト穴を合わせてください。

（４）	当社指定シャーボルトをヨーク側から通し、

ナットを締め付けて固定してください。

シャーボルト；Ｍ８×４５

※	シャーボルトは、別紙部品表の部品番号で注文

願います。

取扱い上の注意

●	シャーボルト切断の原因を取り除かずに、新

しいシャーボルトを取り付けても、再度、切

断されます。必ず原因を調べ、その原因を取

り除いてから行ってください。
●	当社指定外のシャーボルトを使用すると、過負

荷に対し、切断されず機体各部の破損原因に

なったり、正規の使用状態にもかかわらず、す

ぐにシャーボルトが切断される事があります。

	 当社指定のシャーボルトを使用してください。
●	当社指定のシャーボルトを使用していても、

高速回転でＰＴＯクラッチを入れたり、本作

業機の適正回転数以外で使用すると、シャー

ボルトが切断される事があります。

	 ＰＴＯの接続は、低回転数で接続後、本作業機

の適正回転数にセットして作業してください。

２.	キンセツスイッチ

（１）	フレーム内側のキンセツスイッチとボルト頭と

のスキマが２．５～３．５㎜になるように、ブラ

ケットＣＰの高さを調整してください。

（２）	コントロールボックスの電源をＯＮにした状態

でキンセツスイッチに金属を近づけて、反応

する事を確認してください。

	 正常な場合、赤ランプが点灯します。
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３.	ヒッチ高さの調整

	 本作業機は、ヒッチ高さを３段階に変えることができます。

	 出荷時のヒッチ高さは図の「Ｂ」となります。

	 マッチング時の姿勢が、水平となる位置で使用してください。組替時の締付けトルクは下表を参照してください。

地上からヒッチまでの高さ
ボルトの差し込み位置

THM11010W THM13010W

A 550 mm 660 mm

B 490 mm 600 mm

C 430 mm 540 mm

部位 ねじサイズ
工具２面幅
［mm］

締結数
［箇所］

締付けトルク
［N・m］

ヒッチ
取付け部

M20 30 3 360～440
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３　主要消耗品一覧表

区 分 No. 部 品 番 号 部 品 名 称 個数 備 　考

タイヤ
1 1436200000 タイヤ；１６.０／７０ー２０ー１２ＰＲ 4 THM11010W
2 1436220000 タイヤ；５５０／６０ー２２.５ー１２ＰＲ 4 THM13010W

ビータ

3 ZN12052 フラットナイフ 40
4 ZN14026 オープンナイフ；Ｒ 11 右回転用

5 ZN14027 オープンナイフ；Ｌ 11 左回転用

プッシュゲート

ユアツ

6 8032301000 ガイド；ＦＬ 1
7 8032311000 ガイド；ＦＲ 1
8 8038180000 スライダ 2
9 1150720000 スライダ 4
10 8038550000 ジュシプレート 2

パワージョイント 11 1462440000 シャーボルト；M ８×４５ 1

フレーム
12 1478170000 ユカイタ；３３８０ 8
13 1478380000 ユカイタ；１７００ 10

ガード 14 1630600000 ガード 2

４ ビータナイフの配列

ナイフは、本作業機後方より見て次頁の表のように

配列されています。

この配列をくずしますと、本来の性能が発揮できず、

機体に悪影響を与えます。

部品交換するときは、表に基づき確実に取付けてく

ださい。

締付トルクは、「2-1-5 重要点検箇所」を参照して

ください。
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左側ビータ
右側ビータ

ブレード配列最上部より

左側ビータ（右回転） 右側ビータ（左回転）

使 用 部 品 取付け位置 使 用 部 品 取付け位置

1 列目 フラットナイフ 下 1 列目 フラットナイフ 下

2 列目 フラットナイフ 下 2 列目 フラットナイフ 下

3 列目 フラットナイフ 上 3 列目 フラットナイフ 上

4 列目 フラットナイフ 下 4 列目 フラットナイフ 下

5 列目 フラットナイフ 上 5 列目 フラットナイフ 上

6 列目 フラットナイフ 下 6 列目 フラットナイフ 下

7 列目 フラットナイフ 上 7 列目 フラットナイフ 上

8 列目 フラットナイフ 下 8 列目 フラットナイフ 下

9 列目 フラットナイフ 上 9 列目 フラットナイフ 上

10 列目 オープンナイフ；Ｒ 上 10 列目 オープンナイフ；Ｌ 上

11 列目 フラットナイフ 上 11 列目 フラットナイフ 上

12 列目 オープンナイフ；Ｒ 上 12 列目 オープンナイフ；Ｌ 上

13 列目 フラットナイフ 上 13 列目 フラットナイフ 上

14 列目 オープンナイフ；Ｒ 上 14 列目 オープンナイフ；Ｌ 上

15 列目 フラットナイフ 上 15 列目 フラットナイフ 上

16 列目 オープンナイフ；Ｒ 上 16 列目 オープンナイフ；Ｌ 上

17 列目 フラットナイフ 上 17 列目 フラットナイフ 上

18 列目 オープンナイフ；Ｒ 上 18 列目 オープンナイフ；Ｌ 上

19 列目 フラットナイフ 上 19 列目 フラットナイフ 上

20 列目 オープンナイフ；Ｒ 上 20 列目 オープンナイフ；Ｌ 上

21 列目 フラットナイフ 上 21 列目 フラットナイフ 上

22 列目 オープンナイフ；Ｒ 上 22 列目 オープンナイフ；Ｌ 上

23 列目 フラットナイフ 上 23 列目 フラットナイフ 上

24 列目 オープンナイフ；Ｒ 上 24 列目 オープンナイフ；Ｌ 上

25 列目 フラットナイフ 上 25 列目 フラットナイフ 上

26 列目 オープンナイフ；Ｒ 上 26 列目 オープンナイフ；Ｌ 上

27 列目 フラットナイフ 上 27 列目 フラットナイフ 上

28 列目 オープンナイフ；Ｒ 上 28 列目 オープンナイフ；Ｌ 上

29 列目 フラットナイフ 上 29 列目 フラットナイフ 上

30 列目 オープンナイフ；Ｒ 上 30 列目 オープンナイフ；Ｌ 上

31 列目 フラットナイフ 上 31 列目 フラットナイフ 上

※31列目のみボルトを下から入れ、組み付けてください。（1～30列目までは、ボルトを上から入れてください。）
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６ 不調時の対応

エンジンをとめてから処置してください。

トラブルが発生したら「6-1 不調処置一覧表」に基

づき処置してください。

 警 告

●	パワーゲートを上昇させて整備・清掃すると

きは、上昇後、必ずストップバルブを「閉」

側に切り替え、枕木等で降下防止を行ってく

ださい。

	 　守らないと、不意に降下し、死亡または重

傷を負う危険性があります。
●	配線に損傷があると発煙、発火につながるお

それがあります。

	 損傷がある場合には作業を中止し、部品交換

を行ってください。

 注 意

●	ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業する

と、第三者の不注意により、不意に作業機が

駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。

	ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動

部がとまっている事を確かめて行ってください。

●	油圧系統の点検整備のため、補修や部品交

換をするとき、圧力がかかっていると、飛び

出る高圧オイルあるいはパワーゲートの急な

降下でケガをする事があります。

	 パワーゲートを下限までおろし、油圧回路内

の圧力を無くしてから行ってください。
●	点検整備のために外したカバー類を取り付け

ずに作業すると、回転部や可動部に巻き込ま

れ、ケガをする事があります。

	 元通りに取り付けてください。

１ 不調処置一覧表

症　　　状 原　　因 処　　置

マ
ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
本
体

機体がふらつく 左右のタイヤ空気圧がアンバランス ｢2-1-4 製品本体の点検 ｣に基づき適正空気圧にする

ホイールナットがゆるんでいる ｢2-1-4 製品本体の点検 ｣に基づき増し締めする

ハブのベアリングの摩耗
キャッスルナットの増し締めまたはベアリング
の部品交換

リヤランプ・ポジ

ションライトが点

灯しない、もしく

はトラクタ側の動

作と連動しない

 コードの接続不良または断線

ランプの破損

バッテリ劣化による電圧の低下

本機およびトラクタの配線間違い

補修または部品交換

バッテリ電圧（１２Ｖ）の確認、充電、交換

配線の確認

ビ
ー
タ

ビータが回転しない シャーボルトの切断
｢5-2-1 シャーボルトの交換 ｣に基づきシャーボ
ルト交換する

パ
ワ
ー
ゲ
ー
ト

パワーゲートが
上がらない

カプラが外れている カプラを接続し直す

上げたパワーゲー
トが自然に下がる

油圧継手からの油もれ シールテープを巻き、再取付

油圧ホースからの油もれ 部品交換

プ 

ッ 

シ 

ュ 

ゲ 

ー 

ト

プッシュゲートが
動かない

カプラが外れている カプラを接続し直す

カプラの仕様が合わない トラクタ純正品と交換

コントロールボックスの電源が入っていない コントロールボックスの電源スイッチをＯＮにする

トラクタのエンジン回転数が低い
ＰＴＯ回転数を１０００ｒｐｍになるようエンジ
ン回転数を上げる

シャーボルトの切断
｢5-2-1 シャーボルトの交換 ｣に基づきシャーボ
ルト交換する

キンセツスイッチの故障、又はスキ

マ調整不良

「5-2-2 キンセツスイッチ」に基づき調整、又は
部品交換
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症　　　状 原　　因 処　　置

プ 

ッ 

シ 

ュ 

ゲ 

ー 

ト

プッシュゲート
速度が不安定

油温の上昇 「2-2-2 油圧系統の点検」に基づき点検、調整

プッシュゲートが

動かない、動きが

不安定（自動停止

スイッチのON/OFF
が点滅する、OFF
にしても点灯する）

電源の供給不足による電圧降下

・	直接トラクタバッテリーから電源を取る

・	コード端子に錆や劣化が無いか、断線していな

いか確認する

・	トラクタバッテリーに劣化が無いか確認する

・	トラクタのオルタネータに劣化、故障が無いか

確認する

２ その他の不調処置

トラクタの種類によっては、下記の症状が発生する

場合があります。

 ・	油温の上昇が著しい

 ・	油圧ホースが脈動したり、プッシュゲートが動か

なくなる

外部油圧の流量調整ができるトラクタでは、「2-2-2 

油圧系統の点検」に基づき、毎分４０リットルに調

整してください。

流量調整ができないトラクタ及び、上記の調整でも

解決できない場合は、オプション部品が必要となり

ます。オプション部品は別紙部品表の部品番号で

注文願います。

オプション部品

● 組立・調整方法

（１）	本作業機前方上部のカバー固定ボルト(２ヶ)

を外し、カバーを外してください。

（２）	デンジベンからユアツホースとホースエルボ

ＰＦ１／２×ＰＴ１／２を外してください。

（３）	デンジベンの雌ネジ内に残ったシールテープ

を取り除いてください。

（４）	デンジベンにニップルＰＴ１／２とスローリ

ターンバルブを取り付けてください。

	 ・	スローリターンバルブに刻印されている矢印

がデンジベンを向くようにしてください。

	 ・	スローリターンバルブのニギリ部分を外して

取り付けてください。

	 ・	ニギリが本作業機の上側を向くようにしてください。

	 ・	スローリターンバルブを取り付け後、外した

ニギリ部分は元の位置に取り付けてください。

（５）	（２）で外したユアツホースとホースエルボ

ＰＦ１／２×ＰＴ１／２を取り付けてください。

（６）	スローリターンバルブの開度調整を行ってください。

	 ・	スローリターンバルブはまずロックナットを

緩め、ニギリを全開状態にしてください。

	 ・	流量調整のできないトラクタの場合、「2-2-2 

油圧系統の点検」に基づき、毎分４０リット

ルになるようにスローリターンバルブのニギリ

を閉め、調整してください。

	 ・	スローリターンバルブまたはトラクタにて毎

分４０リットルに調整しても症状が解決でき

ない場合は、スローリターンバルブのニギリ

を症状が解決するまで徐々に閉めてください。

	 ・	調整後、スローリターンバルブのロックナッ

トを締めてください。

（７）	カバーを元通りに取り付けてください。

取扱い上の注意

	 スローリターンバルブを閉めすぎると油温上

昇の原因となります。

	 スローリターンバルブのニギリは全閉から２

回転は開けてください。

原因や処置の仕方がわからない場合は下記事項と

ともに購入先にご相談ください。

 １.	製品名

 ２.	部品供給型式（型式）

 ３.	製造番号

 ４.	故障内容（できるだけ詳しく）
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３　配線図

(テール)

１：赤 ２：黒

(アース)

１；黒／アース

２；あき

３；緑／ウィンカー（左）

４；赤／ブレーキ

５；白／ウィンカー（右）

６；黄／テール

７；茶／バック

８；あき

5

6 7

8

14
3 2

（ウィンカー）

（テール）

（バック）

（アース）
（ブレーキ）

１：白 ３：赤

４：黄

５：茶

６：黒

２：あき

123

4 5 6 654

3 2 1

２：あき

６：黒

５：茶

４：黄

３：赤１：白

（ブレーキ）（アース）

（バック）

（テール）

（ウィンカー）

白赤緑 黄 茶黒

3 4 6 1 7 5

VC
TF

0.
75

-6
芯

423561

黒 茶黄緑 赤 白

トラクタ

作業機

１；緑／ウィンカー（左）

２：茶／バック

３；黒／アース

４；白／ウィンカー（右）

５；黄／テール

６：赤／ブレーキ

１

６

２

５

７

４

３

１；黒／アース

３；緑／ウィンカー（左）

４；赤／ブレーキ

５；白／ウィンカー（右）

６；黄／テール

７；茶／バック

8

1
2 3

4

5

67

2 1 12

731 4 65

黄

リヤ；左

トラクタ

白 黄赤黒 緑 茶

ポジション；左

リヤ；右

ポジション；右

白
赤
緑
黒

黒
赤
緑
白
黄

VCTF0.75-5芯VCTF0.75-5芯

VC
TF

0.
75

-6
芯

VC
TF

0.
75

-6
芯

VCTF0.75-2芯VCTF0.75-2芯

黒
白

黒
白

2
11

2

1
4
3
5
6

6
5
4
3
1

(テール)

１：赤 ２：黒

(アース)

※日農工標準規格

リヤランプ
162776*000 162776*000

リヤランプ

※ＤＩＮ規格

※日農工標準規格

ヘンカンハーネス

160403*000

コード；１２６００×５１００
163905*000

ポジションライト；２ＰＧ

160368*000

ポジションライト；２ＰＧ

160368*000

※電装品は、別紙部品表の部品番号で注文願います。
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［付属］灯火器ハーネスの接続について（トラクタ側のコネクタ種類別）

トラクタ側の灯火器コネクタが日農工規格（８Ｐ）ではない場合、コネクタの種類に応じ、オプション部品の

使用や、配線の差し替えが必要です。下記の必要な対応に従って、灯火器ハーネスを接続してください。

後退灯出力配線のないトラクタの場合は、トラクタ販売店にご相談ください。

１.	トラクタ側コネクタの種類と必要な対応

トラクタ側コネクタの種類 必要な対応

① 日農工規格（８Ｐ） 標準装備のハーネスで接続可能です。

② ＤＩＮ規格７Ｐ オプションまたは標準装備の「ヘンカンハーネス」が必要です。

③ ８Ｐ（①以外） 配線一覧表に基づき、作業機側コネクタの配線差し替えを行ってください。

④ ６Ｐ オプションまたは標準装備の「ヘンカンハーネス」と、オプションの「チュ
ウカンハーネスＣＰ；コウドウ」が必要です。また、配線一覧表に基づき、
作業機側コネクタの配線差し替えを行ってください。

２.	オプション部品一覧（コネクタのピン配置は接続面方向から見た図です）

（１）	160403*000　ヘンカンハーネス

日農工規格（８Ｐ）メスＤＩＮ規格７Ｐ７／５８Ｌ

６／５４

５／５８Ｒ
４／Ｒ

３／３１

２／５４ｇ

１／Ｌ

1 8

72

3 6

54

（２）	163037*000　チュウカンハーネスＣＰ；コウドウ

８Pオス

６Pメス

６Pオス

ＤＩＮ規格７Ｐ ７／５８Ｌ

12
3

4 5 6

コ
ウ
ド
ウ

バ
ッ
ク

1
3

2

4
65

1
23

4

5
6

8
7

ギボシ；メス

１／Ｌ

２／５４ｇ

３／３１

４／Ｒ
５／５８Ｒ

６／５４

※各種ハーネスは、別紙部品表の部品番号で注文願います。

【 配線一覧表 】

ヘンカンハーネス、チュウカンハーネス CP；コウドウ　　

コ
ネ
ク
タ

８Ｐ
６Ｐ
オス

６Ｐ
メス

ギボシ
メス

DIN 規格
７Ｐ

灯火器動作
配
線
色

ト
ラ
ク
タ

日農工規格
（出荷時）

ヰセキ クボタ 三菱
ヤンマー
（出荷時）

三菱
クボタ

（出荷時）
－ －

方向指示左 緑

端
子
番
号

３ ６ ４ ４ ４ ２ １ － １／Ｌ

ブレーキランプ 赤 ４ ５ ５ ５ ５ ４ ３ － ６／５４

テールランプ 黄 ６ ２ ３ １ １ ３ ５ － ５／５８Ｒ

方向指示右 白 ５ １ ７ ７ ６ ５ ６ － ４／Ｒ

アース 黒 １ ８ ２ ２ ボディアース ボディアース ボディアース － ３／３１

バックランプ 茶 ７ ４ ６ ※ ※ ※ ※ １ ２／５４ｇ

※：トラクタ販売店にご確認ください。





調　整 Ｓ－２５０３０１Ｄ

千 歳 本 社 066-8555 千 歳 市 上 長 都 １ ０ ６ １ 番 地 ２
 TEL 0123-26-1123
 FAX 0123-26-2412

千 歳 営 業 所 066-8555 千 歳 市 上 長 都 １ ０ ６ １ 番 地 ２
 TEL 0123-22-5131
 FAX 0123-26-2035

豊 富 営 業 所 098-4100 天塩郡豊富町字上サロベツ１１９１番地４４
 TEL 0162-82-1932
 FAX 0162-82-1696

帯 広 営 業 所 080-2462 帯 広 市 西 ２ ２ 条 北 １ 丁 目 １ ２ 番 地 ４
 TEL 0155-37-3080
 FAX 0155-37-5187

中標津営業所 086-1152 標 津 郡 中 標 津 町 北 町 ２ 丁 目 １ ６ 番 ２
 TEL 0153-72-2624
 FAX 0153-73-2540

花 巻 営 業 所 028-3172 岩手県花巻市石鳥谷町北寺林第１１地割１２０番３
 TEL 0198-46-1311
 FAX 0198-45-5999

仙 台 営 業 所 984-0032 宮城県仙台市若林区荒井５丁目２１－１
 TEL 022-353-6039
 FAX 022-353-6040

小 山 営 業 所 323-0158 栃 木 県 小 山 市 梁 ２ ５ １ ２ － １
 TEL 0285-49-1500
 FAX 0285-49-1560

東 海 営 業 所 485-0081 愛 知 県 小 牧 市 横 内 字 立 野 ６ ７ ８ － １
 TEL 0568-75-3561
 FAX 0568-75-3563

岡 山 営 業 所 700-0973 岡山県岡山市北区下中野７０４－１０３
 TEL 086-243-1147
 FAX 086-243-1269

熊 本 営 業 所 861-8030 熊 本 県 熊 本 市 東 区 小 山 町 １ ６ ３ ９ － １
 TEL 096-389-6650
 FAX 096-389-6710

都 城 営 業 所 885-1202 宮崎県都城市高城町穂満坊１００３－２
 TEL 0986-53-2222
 FAX 0986-53-2233




